
職
業
訓
練
校
校
長

市

川　

肇

理
事
長

村
田
隆
男

組織・担当役員業務分担組織・担当役員業務分担

副
理
事
長

和
田
英
則

県議顧問団代表 堀 江 則 之
顧 　 問 櫻 井 俊 雄
相 談 役 早 川 良 夫
相 談 役 歌 川 　 明

監　事
志 村 里 勝
塩 田 　 力
荻 野 圭 吾

理事会計
𡈽 田 和 治
萩 原 繁 夫
島 永 義 治

副
理
事
長

舩
木
家
國

副
理
事
長

齋
藤
真
人

副
理
事
長

監

物　

光

副
理
事
長

市

川　

肇

広報委員会
◎ 市 川 　 満
○ 髙 橋 　 良
伊 藤 祐 吉
猪 俣 寿 久
島 永 義 治

副校長
柳 川 辰 男

経営対策委員会
◎ 萩 原 敏 男
○ 間 川 輝 男
久保田和男
加 藤 愼 吾
林 　 好 重

厚生委員会
◎ 長谷川丈二
○ 山 内 昭 次
沼 田 郁 夫
佐 藤 広 章

技能振興委員会
◎ 柳 川 辰 男
○ 早 川 　 誠
佐久間弘之
監 物 庄 二
𡈽 田 和 治
山 本 　 均

総務委員会
◎ 萩 原 繁 夫
○ 舩 木 弥 一
海 藤 定 吉
二 木 哲 也

青 年 部
部　長 早 川　 誠
副部長 萩原武史
会　計 柿澤靖夫
監　査 監物太一

関東甲信越板金工業組合協議会

常任理事 村 田 隆 男
理 事 監 物 　 光
理 事 舩 木 家 國
評 議 員 和 田 英 則
経営対策委員 市 川 　 肇

全国板金業国民健康組合

県支部長 村 田 隆 男
組合会議員 林 　 好 重
法令遵守担当責任者 和 田 英 則

神奈川県技能士会連合会

理 事 市 川 　 肇
代 議 員 𡈽 田 和 治
代 議 員 島 永 義 治
代 議 員 佐久間弘之

◎：委員長　　○：副委員長
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写真説明

　

神
奈
川
県
板
金
工
業
組

合　

第
四
十
九
回
通
常
総

代
会
が
五
月
十
二
日（
木
）

ホ
テ
ル
横
浜
ガ
ー
デ
ン
で
、

午
後
二
時
よ
り
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

司
会
は
、
萩
原
理
事

（
保
土
ヶ
谷
支
部
）
が
行

い
、
熊
本
地
震
の
被
災
者

に
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
村

田
理
事
長
（
神
奈
川
支
部
）

の
挨
拶
で
総
代
会
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

萩
原
理
事
に
よ
り
来
賓

紹
介
が
あ
り
、
神
奈
川
県

中
小
企
業
団
体
中
央
会
企

画
情
報
部
主
幹
の
近
藤
貴

志
氏
、
神
奈
川
鉄
鋼
二
次

製
品
協
議
会
会
長
の
宇
井

一
男
氏
、
同
じ
く
副
会
長

の
佐
藤
正
憲
氏
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ

鋼
板
株
式
会
社
流
通
営
業

部
部
長
補
の
岡
村
賢
二
氏
、

日
新
製
鋼
建
材
株
式
会
社

塗
装
建
材
営
業
部
担
当
課

長
の
長
谷
川
佳
郎
氏
、
ケ

イ
ミ
ュ
ー
株
式
会
社
神
奈

川
営
業
所
所
長
の
細
田
寛

氏
、
神
奈
川
県
板
金
工
業

組
合
相
談
役
の
早
川
良
夫

氏
、
同
じ
く
歌
川
明
氏
、

同
じ
く
監
事
の
志
村
里
勝

氏
、
同
じ
く
塩
田
力
氏
、

荻
野
圭
吾
氏
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　

続
い
て
議
長
選
出
に
進

み
議
長
に
舩
木
理
事
（
大

船
・
栄
支
部
）、
二
木
理
事

（
茅
ヶ
崎
支
部
）
で
議
事
録

署
名
人
に
林
理
事
（
港
南

支
部
）
の
進
行
で
議
事
に

入
り
ま
し
た
。

　

第
一
号
議
案
、
平
成

二
十
七
年
度
事
業
報
告
を

和
田
副
理
事
長
（
横
須
賀

支
部
）
が
読
み
上
げ
、
第

二
号
議
案
、
平
成
二
十
七

年
度
収
支
決
算
報
告
を
島

永
理
事
会
計
（
川
崎
支
部
）

が
報
告
を
行
い
監
査
報
告

を
志
村
監
事
が
報
告
後
、

両
議
案
は
、
原
案
通
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
三
号
議
案
、
平
成

二
十
八
年
度
事
業
計
画

（
案
）
を
監
物
副
理
事
長

（
大
和
支
部
）、
次
い
で
第

四
号
議
案
収
支
予
算
（
案
）

𡈽
田
理
事
会
計
（
金
沢
支

部
）、
第
五
号
議
案
、
平
成

二
十
八
年
度
借
入
金
最
高

限
度
額
を
市
川
副
理
事
長

（
厚
木
支
部
）
が
報
告
し
、

第
三
号
議
案
か
ら
第
五
議

案
は
原
案
ど
お
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

次
に
来
賓
の
祝
辞
を
い

た
だ
き
、
舩
木
副
理
事
長

（
大
船
・
栄
支
部
）
の
閉
会

の
辞
で
第
四
十
九
回
通

常
総
代
会
は
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。

　

休
憩
後
、
総
代
会
同
様

萩
原
理
事
（
保
土
ヶ
谷
支

部
）
の
司
会
で
懇
親
会
が

始
ま
り
、
来
賓
紹
介
が
あ

り
衆
議
院
議
員
内
閣
官
房

長
官
の
菅
義
偉
（
代
理
）、

衆
議
院
議
員
の
松
本
純
氏

（
代
理
）、
衆
議
院
議
員
の

小
此
木
八
郎
氏
（
代
理
）、

紹
介
後
祝
辞
を
い
た
だ
き
、

監
事
の
乾
杯
の
音
頭
で
懇

親
会
が
始
ま
り
、
今
年
は

司
会
の
萩
原
理
事
の
計
ら

い
で
プ
ロ
の
マ
ジ
シ
ャ
ン

の
シ
ョ
ー
が
観
覧
で
き
ま

し
た
。
そ
の
後
カ
ラ
オ
ケ

な
ど
で
盛
り
上
が
り
、
中

締
め
で
懇
親
会
は
お
開
き

に
な
り
ま
し
た
。

第
四
十
九
回

第
四
十
九
回

通
常
総
代
会

通
常
総
代
会

（1）　　第96号 平成 28年 9月 1日
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第
六
十
八
回
全
国
建

築
板
金
業
者
京
都
大
会

が
、
京
都
府
総
合
見
本
市

会
館
（
京
都
パ
ル
ス
プ
ラ

ザ
）
で
開
催
さ
れ
、
全
国

よ
り
組
合
員
・
従
業
員
な

ど
三
千
五
百
名
が
参
加
し
、

神
奈
川
県
か
ら
は
、
村
田

隆
男
理
事
長
を
筆
頭
に
、

四
十
三
名
が
参
加
し
た
。

　

京
都
府
板
・
田
原
茂
理
事

長
ら
九
名
に
よ
る
、
板
金

ハ
サ
ミ
で
の
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
で
開
幕
し
た
。
定
刻
通

り
、
午
前
十
時
に
式
典
が

開
会
さ
れ
、
天
野
副
理
事

長
（
島
根
県
）
の
開
会
の

辞
、
国
家
斉
唱
、
物
故
者
、

熊
本
・
大
分
地
震
で
亡
く

な
ら
れ
た
方
々
へ
の
黙
祷

に
続
い
て
来
賓
、
各
組
合

理
事
長
、
参
加
者
、
新
任

組
合
理
事
長
の
紹
介
の
後
、

京
都
府
板
・
田
原
理
事
長

の
歓
迎
の
辞
、
石
本
大
会

会
長
（
長
崎
県
）
挨
拶
が

あ
っ
た
。
各
組
合
長
・
参
加

者
紹
介
、
我
々
神
奈
川
県

理
事
長
紹
介
で
も
堂
々
と

し
た
、
村
田
隆
男
理
事
長

の
「
ウ
オ
ー
」
と
言
う
合

図
に
、
神
奈
川
県
か
ら
の

参
加
者
全
員
の
「
ウ
オ
ー
」

と
言
っ
た
返
声
に
は
、
村

田
理
事
長
へ
の
わ
れ
わ
れ

の
声
援
と
も
感
謝
と
も
思

え
る
気
持
ち
が
伝
え
ら
れ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
後
、
京
都
府
山

本
副
知
事
・
京
都
市
・
門

川
市
長
の
来
賓
祝
辞
が
あ

り
、
祝
電
披
露
・
表
彰
式

に
移
っ
た
。

　

神
奈
川
県
か
ら
は
「
功

労
賞
」
に
、
林
次
男
（
大

船
・
栄
支
部
）・
佐
藤
広
章

（
厚
木
支
部
）
氏
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
各
表
彰
式
終

了
後
、
大
会
宣
言
が
採
択

さ
れ
、
次
期
大
会
開
催
地

で
あ
る
茨
城
県
板
・
花
田

理
事
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、

「
海
あ
り
、
山
あ
り
、
漫
遊

空
間
の
び
し
ろ
日
本
一
。

茨
城
県
！
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
。

　

最
後
に
山
田
副
理
事
長

（
埼
玉
県
）
の
閉
会
の
辞
・

万
歳
三
唱
で
式
典
が
閉
会

さ
れ
た
。
式
典
後
の
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
芸
妓
・
舞

妓
さ
ん
に
よ
る
舞
や
お
囃

子
、
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
、

沢
山
の
来
客
者
が
、
舞
妓

さ
ん
と
並
ん
で
記
念
写
真

を
撮
っ
て
い
ま
し
た
。

　

展
示
会
場
も
、
い
つ
も

の
よ
う
に
沢
山
の
協
力
会

社
に
よ
る
出
店
が
あ
り
、

な
か
な
か
の
盛
況
ぶ
り
で
、

中
で
も
京
都
府
板
に
よ
る
、

冷
た
い
飲
み
物
や
ビ
ー
ル
・

漬
物
な
ど
が
、
ワ
ン
コ
イ

ン
（
コ
イ
ン
な
ら
１
円
か

ら
Ｏ
Ｋ
）
の
サ
ー
ビ
ス
ぶ

り
に
は
、
皆
感
激
し
た
よ

第
六
十
八
回

全
国
建
築
板
金
業
組
合

第
六
十
八
回

全
国
建
築
板
金
業
組
合

う
で
す
。
そ
の
後
、
大
会

会
場
を
後
に
し
た
神
奈
川

県
板
一
行
は
、
誰
も
が
修

学
旅
行
な
ど
で
、
訪
れ
た

こ
と
の
あ
る
「
清
水
寺
」

の
観
光
に
向
か
っ
た
。

　

噂
ど
お
り
、
も
の
す
ご

い
外
国
人
観
光
客
の
数
で
、

お
よ
そ
八
十
％
を
占
め
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
他

国
籍
の
言
葉
に
圧
倒
さ

れ
る
ば
か
り
で
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ

一
行
の
記
念
写
真
を
撮
る

様
子
も
、
か
つ
て
の
修
学

旅
行
生
を
思
わ
せ
る
、
は

し
ゃ
ぎ
か
た
が
、
と
て
も

印
象
的
で
こ
っ
け
い
で
し

た
。
そ
の
あ
と
、
市
内
を

観
光
し
な
が
ら
、
京
都
の

奥
座
敷
と
言
わ
れ
る
、
亀

岡
・
湯
の
花
温
泉
に
宿
泊
、

い
い
温
泉
と
お
も
て
な
し

の
食
事
で
、
日
頃
の
疲
れ

を
癒
し
て
き
ま
し
た
。

　

翌
日
は
亀
岡
よ
り
ト

ロ
ッ
コ
列
車
で
嵐
山
に
出

ま
し
た
。
天
気
も
良
く
、

渓
谷
沿
い
を
列
車
に
揺
ら

れ
な
が
ら
、
初
夏
の
香
り

を
存
分
に
味
わ
い
、
と
て

も
の
ん
び
り
と
し
た
心
地

良
い
、
ひ
と
と
き
の
列
車

旅
で
す
。
竹
林
道
を
散
策

し
、
天
龍
寺
を
見
学
後
、

湯
豆
腐
料
理
の
昼
食
を
い

た
だ
き
、
嵐
山
・
渡
月
橋

近
辺
を
散
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
お
ど
ろ
く
の
は
、

ど
こ
へ
行
っ
て
も
、
外
国

人
観
光
客
の
多
さ
だ
、
ま

さ
に
国
際
的
観
光
地
と
言

え
る
だ
ろ
う
。
午
後
か
ら

は
、
太
秦
映
画
撮
影
所
を

見
学
の
あ
と
龍
谷
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
を
見
学
し
た
。
こ

こ
で
の
展
示
物
の
レ
ベ
ル

の
高
さ
に
、
皆
、
少
々
戸

惑
い
を
感
じ
な
が
ら
、
帰

路
、
京
都
駅
に
向
か
っ
た
。

　

今
年
は
一
泊
二
日
の
日

程
で
、
沢
山
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
が
あ
る
京
都
で
は
、

少
々
物
足
り
な
い
き
も
ち

が
あ
る
が
、
毎
年
の
よ
う
に

参
加
さ
れ
る
、
各
支
部
員

や
ご
家
族
の
方
々
と
の
親

交
を
深
め
る
こ
と
が
、
何

よ
り
も
の
旅
の
お
土
産
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
と
、
今
回
の

旅
の
な
か
で
、
一
番
印
象

に
残
っ
た
の
は
、
二
日
目

の
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
で
す
。

ま
さ
に
関
西
の
オ
バ
チ
ャ

ン
と
言
っ
た
、
感
じ
で
、

話
は
ま
る
で
、
吉
本
喜
劇

の
一
人
漫
談
と
言
っ
た
絶

妙
な
ト
ー
ク
は
、
と
て
も

楽
し
く
、
ぜ
ひ
も
う
一
度

こ
の
人
の
ガ
イ
ド
で
旅
を

し
て
み
た
い
も
の
で
す
。

　

来
年
茨
城
大
会
は
、
五

月
十
八
日（
木
）
で
す
、
ま

だ
参
加
さ
れ
た
こ
と
の
な

い
、
組
合
員
・
ご
家
族
の

皆
さ
ん
の
参
加
を
、
理
事

長
・
執
行
部
一
同
楽
し
み
に

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
た
の
し
い
で
す
ぞ
！

第
六
十
八
回

全
国
建
築
板
金
業
組
合

第
六
十
八
回

全
国
建
築
板
金
業
組
合

第
六
十
八
回

全
国
建
築
板
金
業
組
合

第
六
十
八
回

全
国
建
築
板
金
業
組
合
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「
京
都
大
会
」

「
京
都
大
会
」
半
世
紀
の
歴
史
を
礎
に
、
輝
く
未
来
を
切
り
拓
く

半
世
紀
の
歴
史
を
礎
に
、
輝
く
未
来
を
切
り
拓
く

　

二
月
三
日
（
水
）
茅
ヶ

崎
市
立
鶴
が
台
中
学
校
に

お
い
て
、「
も
の
づ
く
り
講

座
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
の
趣
旨
は

「
仕
事
（
も
の
づ
く
り
）
を

し
て
い
る
人
の
話
を
直
接

聞
き
、
実
演
を
間
直
に
み

る
。
そ
し
て
、
実
際
に
体

験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

働
く
こ
と
の
厳
し
さ
や
喜

び
を
感
じ
、
自
分
の
将
来

の
進
路
を
思
い
描
く
き
っ

か
け
と
す
る
。」
と
言
っ
た

目
的
で
、
鶴
が
台
中
学
一

年
生
、
百
五
十
三
名
が
対

象
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

職
種
も
建
築
板
金
は
基

よ
り
大
工
・
左
官
・
畳
・

菓
子
・
紳
士
服
な
ど
、
全

十
業
種
の
多
種
に
お
よ
び
、

各
業
種
に
生
徒
を
割
り
あ

て
、
と
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

板
金
組
合
に
は
、
男
女
十
四

名
の
生
徒
を
対
象
に
、
講
座

「
も
の
づ
く
り
講
座
」
の
実
施

「
も
の
づ
く
り
講
座
」
の
実
施

「
も
の
づ
く
り
講
座
」
の
実
施

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
実

働
時
間
が
百
分
と
い
う
、

限
ら
れ
時
間
の
中
、「
実
話
・

実
演
・
体
験
」
の
講
座
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

講
師
の
先
生
方
も
、
準
備

し
た
教
材
を
駆
使
し
て
、

講
座
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
師
と
し
て
参

加
さ
れ
た
の
は
、（
技
能
振

興
委
員
会
）
市
川
肇
副
理

事
長
・
柳
川
辰
男
様
・
監

物
庄
二
様
・
山
本
均
様
・

早
川
誠
様
・
石
本
雅
裕
様

の
六
名
で
、（
も
の
づ
く
り

マ
イ
ス
タ
ー
）
と
し
て
神

奈
川
県
よ
り
認
定
さ
れ
た

講
師
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

最
初
に
、
石
本
講
師
に

よ
る
、
中
学
生
へ
の
人
生

の
先
輩
と
し
て
の
、
素
晴

ら
し
い
「
職
業
講
話
」
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

「
実
演
」
で
は
柳
川
講
師
の

用
意
さ
れ
た
、
巾
一
間
・

流
れ
三
尺
程
度

の
切
妻
屋
根
小

屋
に
・
下
葺
き

ル
ー
フ
ィ
ン
グ

↓
唐
草
↓
片
面

横
葺
き
・
片
面

タ
テ
ハ
ゼ
葺
き

↓
棟
包
↓
軒
樋

取
り
付
け
ま
で

の
工
程
を
、
短

い
時
間
の
中
、

講
師
の
皆
さ
ん

一
丸
と
な
っ

て
、
制
作
、
ま

さ
に
「
プ
ロ

の
仕
事
」
を
実
感
さ
せ
る

匠
の
技
に
、
生
徒
の
皆
さ

ん
も
、
は
じ
め
て
見
る
屋

根
の
作
業
に
、
び
っ
く
り

し
た
顔
つ
き
の
な
か
に
も
、

食
い
入
る
よ
う
な
新
鮮
な

ま
な
ざ
し
で
作
業
を
見
つ

め
て
い
る
姿
が
印
象
的
で

し
た
。

　
「
体
験
」
で
は
、
薄
板
銅

板
に
、
前
も
っ
て
、
各
生

徒
に
用
意
し
て
も
ら
っ
た
、

好
き
な
漢
字
一
文
字
を
筋

彫
、
色
付
け
ま
で
を
体
験

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

講
師
の
皆
さ
ん
に
は
、

大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

そ
し
て
な
に
よ
り
も
、
鶴

が
台
中
学
校
の
生
徒
の
皆

さ
ん
の
純
粋
で
、
前
向
き

な
姿
に
、
わ
れ
わ
れ
大
人

も
と
て
も
感
動
を
受
け
、

生
徒
た
ち
の
礼
儀
正
し
さ
・

す
れ
違
う
す
べ
て
の
人
へ

の
挨
拶
す
る
姿
に
は
、
逆

に
わ
れ
わ
れ
が
、
見
習
わ

な
く
て
は
い
け
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

後
日
生
徒
さ
ん
よ
り
講

師
宛
に
お
礼
の
お
手
紙
を

頂
き
、
講
師
の
先
生
方
も

次
回
の
「
も
の
づ
く
り
講

座
」
に
強
い
意
欲
を
持
た

れ
た
よ
う
で
す
。

中
学
生
を
対
象
に

中
学
生
を
対
象
に
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四
月
八
日（
金
）、
静
岡

県
、
沼
津
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で

開
催
し
、
初
出
場
者
は
じ
め

数
年
ぶ
り
の
参
加
者
等
十
九

名
で
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
風
も
な
く
穏

や
か
な
天
気
に
恵
ま
れ
、

練
習
場
で
は
、
大
勢
の
プ

レ
ー
ヤ
ー
が
高
速
グ
リ
ー

ン
の
感
触
を
調
整
し
ス

タ
ー
ト
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

八
時
五
分
、
愛
鷹
コ
ー

ス
を
第
一
組
が
ス
タ
ー
ト
、

後
続
組
も
順
調
に
ス
タ
ー

ト
、
途
中
珍
シ
ョ
ッ
ト
で

笑
い
、
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト

の
響
き
あ
り
？
終
日
に
ぎ

や
か
な
雰
囲
気
で
交
流
を

図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

競
技
は
、
新
ぺ
り
方
式

で
行
い
成
績
は
次
の
と
お

り
で
し
た
。

優　

勝　

監
物　
　

忠

 

（ 

グ
ロ
ス
86
）

準
優
賞　

歌
川
喜
久
雄

 

（
グ
ロ
ス
１
０
０
）

三　

位　

花
井　
　

博

 

（
グ
ロ
ス
97
）

　

な
お
、
優
勝
者
の
監
物

氏
は
、
ト
ロ
フ
イ
ー
に
連
続

し
て
名
前
を
刻
み
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
十
月
〜
十
一

月
の
予
定
で
す
が
、
ゴ
ル

フ
愛
好
者
の
方
、
是
非
参

加
く
だ
さ
い
。

　

平
成
二
十
八
年
二
月

二
十
七
日（
土
）
か
な
が

わ
労
働
プ
ラ
ザ
に
於
い

て
、
プ
ラ
ザ
フ
ェ
ス
タ

（
か
な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ

主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

県
板
で
は
、「
も
の

づ
く
り
体
験
教
室
」
に

於
い
て
、
子
供
達
を
対

象
と
し
た
銅
板
に
よ
る

表
札
づ
く
り
や
、
十
二

支
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
づ
く

り
を
行
い
、
約
二
十
名

が
参
加
し
、
子
供
達
は
、

も
の
づ
く
り
マ
イ
ス

タ
ー
達
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

　

中
に
は
、「
私
、
出

来
な
い
〜
」
と
言
い
な

が
ら
、
マ
イ
ス
タ
ー
に

全
部
作
っ
て
貰
っ
て
い

た
御
婦
人
も
い
ま
し
た
。

色
々
な
方
が
参
加
さ
れ

た
一
日
で
し
た
。

　

二
〇
一
六
年
七
月
三
十

日（
土
）＆
三
十
一
日（
日
）

の
二
日
間
、「
パ
シ
フ
ィ
コ

横
浜
」
展
示
ホ
ー
ル
に
て
、

「
か
な
が
わ　

し
ご
と
・
技

能
体
験
フ
ェ
ス
タ
」
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

五
十
五
団
体
に
よ
る
、

も
の
づ
く
り
体
験
や
し
ご

と
体
験
、「
企
業
に
よ
る
も

の
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
」、
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に

は
「
鉄
筋
組
立
」
や
「
登

り
桟
橋
・
真
づ
か
小
屋
組
」

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

「
高
所
作
業
車
の
試
乗
体

験
」
な
ど
、
仕
事
を
す
る

に
あ
た
っ
て
の
技
術
・
技

能
を
楽
し
み
な
が
ら
体
験

で
き
る
各
種
コ
ー
ナ
ー
が

用
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は

熟
練
の
職
人
達
が
各
種
技

能
を
実
演
す
る
な
ど
、
多

く
の
子
供
た
ち
が
、
企
業

や
職
人
と
一
緒
に
も
の
づ

く
り
を
体
験
で
き
る
イ
ベ

ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

神
奈
川
県
板
は
、
昨
年

に
ひ
き
つ
づ
き
、
薄
板
銅

板
で
の
、
干
支
や
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
筋
彫
り
、
表
札

制
作
を
体
験
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
大
変
な
盛
況

ぶ
り
で
、
二
日
間
、
午

前
・
午
後
と
も
行
列
が
で

き
る
ほ
ど
の
、
申
込
者
の

為
、
人
数
制
限
が
あ
る
の

　

平
成
二
十
八
年
七
月

十
五
日（
金
）
神
奈
川
県

立
産
業
技
術
短
期
大
学

校
、
西
キ
ャ
ン
パ
ス
で

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

迄
、
受
験
者
一
級
八
名
、

二
級
六
名
、
検
定
委
員

三
名
、
補
佐
員
六
名
で

村
田
理
事
長
の
挨
拶
後

九
時
三
十
分
か
ら
試
験

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

受
験
者
の
皆
さ
ん
、

検
定
委
員
、
補
佐
員
方

お
疲
れ
様
で
し
た
。

技
能
検
定
実
技
試
験

技
能
検
定
実
技
試
験

で
、
抽
選
に
よ
り
、
参
加

者
を
選
ば
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
状
態
で
し
た
。

抽
選
に
も
れ
た
子
供
た
ち

が
か
わ
い
そ
う
だ
と
、
村

田
理
事
長
が
急
遽
体
験
者

人
数
を
で
き
る
限
り
増
や

す
よ
う
に
、
ス
タ
ッ
フ
に

要
請
し
、
初
日
三
十
日

（
土
）
に
は
四
十
五
名
・
翌

日
三
十
一
日（
日
）
で
は

四
十
八
名
と
昨
年
を
う
わ

ま
わ
る
人
数
の
子
供
た
ち

に
、
体
験
し
て
頂
く
こ
と

が
で
き
た
よ
う
で
す
。

　

閉
会
式
で
の
、
川
崎
尚

人
、
神
奈
川
技
能
士
連
合

会
会
長
の
発
表
に
よ
る
と
、

今
年
は
二
九
〇
〇
〇
人
の

参
加
者
が
、
こ
の
フ
ェ

ス
タ
に
来
ら
れ
た
と
の
こ

と
で
、
昨
年
を
大
幅
に

超
え
る
盛
況
ぶ
り
で
、
こ

の
イ
ベ
ン
ト
の
主
旨
で
あ

る
「
未
就
学
児
童
か
ら
高

　

平
成
二
十
八
年
七
月

二
十
四
日
厚
木
市
三
川
合

流
点
に
て
、
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
大
会
が
六
年
ぶ
り

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
大
会
も
、
晴
天
に
め
ぐ

ま
れ
、
総
勢
百
七
十
六
名

の
参
加
者
が
あ
り
ま
し

た
。
来
賓
に
は
堀
江
議
員

を
は
じ
め
、
沢
山
の
方
々

に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
村
田
理
事
長
の
挨
拶
・

市
川
副
理
事
長
の
大
会
の

注
意
な
ど
で
始
ま
り
、
生

ビ
ー
ル
・
鮎
の
塩
焼
き
・

と
ん
漬
け
な
ど
の
料
理
に

舌
つ
づ
み
を
う
ち
、
子
供

た
ち
に
は
、
お
菓
子
の
お

土
産
や
、
鮎
の
つ
か
み
と

り
・
ス
イ
カ
割
、
な
ど
沢

山
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
、

皆
大
満
足
な
一
日
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
二
十
八
回

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会

 

鮎
つ
か
み
と
り
大
会
！

　

厚
木
支
部
の
方
々
に

は
、
テ
ン
ト
の
設
営
か
ら
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
準
備
を

し
て
い
た
だ
き
、
市
川
副

理
事
長
か
ら
、
ス
イ
カ
や

野
菜
、
厚
木
支
部
の
志
村

様
か
ら
赤
飯
、
早
川
様
か

ら
は
シ
ロ
コ
ロ
ホ
ル
モ
ン
、

港
北
支
部
、
星
野
様
か
ら

　

平
成
二
十
八
年
四
月

二
十
二
日
〜
二
十
三
日
に

第
二
期
足
場
の
組
み
立
て

作
業
主
任
者
の
資
格
取
得

の
た
め
の
講
習
会
が
神
奈

川
県
Ｌ
プ
ラ
ザ
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
協
力
し
て
頂
い
た

の
は
㈱
東
京
Ｂ
Ｋ
足
場
さ

ん
で
す
。
足
場
の
設
置
か

ら
現
場
の
パ
ト
ロ
ー
ル
ま

で
幅
広
く
手
掛
け
て
い
る

会
社
で
す
。

　

午
前
九
時
〜
夕
方
五
時

ま
で
が
二
日
間
と
長
い
講

習
で
し
た
が
、
元
々
現
場

で
作
業
を
し
て
い
た
方
が

講
師
だ
っ
た
の
で
、
色
々

な
過
去
の
事
例
や
体
験
談

に
基
づ
く
話
を
し
て
い
た

だ
き
、
と
て
も
覚
え
易
い

講
習
で
し
た
。

　

最
終
日
の
最
後
に
試
験

が
行
わ
れ
、
合
格
ラ
イ
ン

は
問
題
の
六
割
正
解
と
い

う
こ
と
で
、
み
ん
な
講
習

で
覚
え
た
知
識
を
試
験
前

に
確
認
し
、
試
験
は
殆
ど

の
方
が
突
破
さ
れ
た
よ
う

で
し
た
。
試
験
を
終
了
し

た
者
か
ら
解
散
し
ま
し
た
。

足
場
の
組
み
立
て
等
作
業
主
任
者
講
習
会

足
場
の
組
み
立
て
等
作
業
主
任
者
講
習
会

足
場
の
組
み
立
て
等
作
業
主
任
者
講
習
会

足
場
の
組
み
立
て
等
作
業
主
任
者
講
習
会

足
場
の
組
み
立
て
等
作
業
主
任
者
講
習
会

足
場
の
組
み
立
て
等
作
業
主
任
者
講
習
会

か
な
が
わ

か
な
が
わ  

し
ご
と

し
ご
と
・・
技
能
技
能

  

体
験
フ
エ
ス
タ
二
〇
一
六

体
験
フ
エ
ス
タ
二
〇
一
六  

開
催
開
催

主
催
：
か
な
が
わ
技
能
振
興
コ
ー
ナ
ー
「
神
奈
川
県
職
業
能
力
開
発
協
会
」

協
力
：
神
奈
川
県
技
能
士
連
合
会
・
神
奈
川
名
工
会

校
生
ま
で
の
子
供
た
ち
を

対
象
に
、
技
能
や
職
業
へ

の
関
心
と
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
。」
と
い
う
目
的
が

十
分
、
子
供
た
ち
に
、
伝

わ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

梅
雨
が
明
け
、
す
で
に

真
夏
の
さ
な
か
、
一
大
イ

ベ
ン
ト
が
、
大
成
功
で
閉

幕
し
、
村
田
理
事
長
は
じ

め
、
技
能
振
興
の
先
生
方

や
事
務
局
、
ス
タ
ッ
フ
の

か
た
が
た
の
ご
苦
労
も
、

ホ
ッ
と
胸
を
な
で
お
ろ
す
、

二
日
間
で
し
た
。

第
十
二
回

監
物
氏　

連
続
優
勝
!!

技
能
検
定
実
技
試
験

技
能
検
定
実
技
試
験

は
カ
ブ
ト
虫
な
ど
、
沢
山

の
差
し
入
れ
を
い
た
だ
き
、

厚
木
漁
協
の
方
々
の
お
手

伝
い
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
ご
援
助
を
い

た
だ
き
今
年
も
盛

大
な
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
大
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

関
係
者
お
よ
び
、

ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ

ん
、
ご
協
力
い
た
だ

い
た
、
皆
さ
ん
、
大

変
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

県
板
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

県
板
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

県
板
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

第
十
回

第
十
回

 

プ
ラ
ザ
フ
ェ
ス
タ

プ
ラ
ザ
フ
ェ
ス
タ

第
十
回

第
十
回

  

プ
ラ
ザ
フ
ェ
ス
タ

プ
ラ
ザ
フ
ェ
ス
タ

（3）　　第96号 平成 28年 9月 1日
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横
浜
市
板
金
組
合
連
合
会
で
は
、
本
年
六

月
よ
り
、
市
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
新
た
に
開

設
す
る
に
い
た
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
組
合
活
動
の
紹
介
や
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
紹
介
、
な
ど
多
種
に
わ
た
る
情

報
を
公
開
す
る
こ
と
や
、
組
合
員
各
社
の
自

社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
リ
ン
ク
す
る
事
は
基

よ
り
、
神
奈
川
県
板
・
全
板
連
グ
ル
ー
プ
・

横
浜
技
能
文
化
会
館
・
材
料
小
売
店
な
ど
相

互
の
ア
ク
セ
ス
が
可
能
と
な
っ
て
、
便
利
な

利
用
に
心
掛
け
て
い
く
予

定
だ
そ
う
で
す
。

　

神
奈
川
県
の
天
気
予
報

に
も
す
ぐ
に
ア
ク
セ
ス
で
き

ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

対
応
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
ご
覧
下
さ
い
。

　

検
索
は
「
横
浜
市
板
金

組
合
連
合
会
」
で
検
索
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス

http://ham
aban.net/

資材のご注文は鉄二協会員金物店に!!
現場で資材を不足をした場合、鉄二協の材料店マップ（地図掲載）を活用し、

お近くのお店をご利用ください。

会 社 名 代 表 者 所 在 地 T E L F A X

（有）近 藤 商 店 宮 崎 英 雄 横浜市戸塚区前田町74 045-822-1121 045-822-1745

（株）志 水 商 店 志 水 勝 哉 川崎市中原区木月4-1-10 044-411-3151 044-433-1567

（株）鈴 鹿 商 店 鈴 鹿 聰 平 横浜市南区宮元町2-26 045-741-4114 045-731-2841

（株）鈴木英夫商店 鈴 木 英 治 横浜市鶴見区下末吉1-2-15 045-581-0521 045-581-0523

（株）髙　　　　木 高 木 瞬 次 横浜市神奈川区平川町22-6 045-481-3725 045-481-3625

（有）髙木琴次商店 古 家 恒 雄 横浜市南区永田東2-1-23 045-711-1122 045-711-1105

（株）中　　　　島 中 島 貴 裕 横浜市栄区鍛冶ヶ谷2-42-20 045-894-2222 045-894-2224

やねやね社サカイ 酒 井 寿 弘 横浜市港南区丸山台2-39-11 045-844-3301 045-844-3308

長 谷 川 金 物（株） 佐 藤 直 司 鎌倉市小袋谷2-15-13 0467-46-3191 0467-47-4539

浜 口 金 物 店 浜 口　 昭 横須賀市坂本町1-32 046-825-3338 046-826-0852

（有）丸 八 商 店 林　 弘 喜 横須賀市追浜町1-35 046-865-3578 046-865-2048

相 武 興 業（株） 磯 崎 嘉 徳 相模原市富士見1-6-4 042-752-2341 042-755-4814

（名）平 野 屋 平 本 勝 哉 町田市原町田5-7-21 042-722-2057 042-725-4913

（株）富　　　　士 宇 井 一 男 大和市深見西6-3-5 046-264-3441 046-263-0635

（株）丸 子 商 事 佐 藤 順 子 横浜市瀬谷区竹村町3-33 045-306-0591 045-306-0593

（株）中 村 商 会 中 村 善 成 厚木市妻田西3-1-22 046-224-0457 046-224-0434

安 斎 商 店 安 斎 庸 康 厚木市中依知82 046-245-2312 046-245-6663

（有）内 田 商 店 内 田 一 男 茅ケ崎市出口町6-27 0467-86-3823 0467-86-1149

（株）江 成 商 店 江 成　 孝 平塚市東真土1-7-11 0463-55-1913 0463-55-1703

（有）直　　　　屋 山村久美子 平塚市寺田縄129-1 0463-59-0225 0463-59-2450

（株）鈴木英夫商店 鈴 木 洋 一 小田原市飯泉69 0465-48-0955 0465-48-0957

（株）星崎仲吉商店 星 崎 信 幸 小田原市扇町2-27-21 0465-34-2718 0465-35-6854

編
集
後
記

編
集
後
記

訃　

報

旭
・
瀬
谷
支
部

（有）
三
浦
板
金
工
業

　

三
浦
貞
夫

（
享
年
七
十
六
歳
）

横
浜
市
板
金
組
合
連
合
会

横
浜
市
板
金
組
合
連
合
会

平
成
二
十
八
年
度

平
成
二
十
八
年
度

通
常
総
会

通
常
総
会

　

平
成
二
十
八
年
六
月

十
七
日（
金
）
ホ
テ
ル
メ
ル

パ
ル
ク
ヨ
コ
ハ
マ
に
て
、

午
後
三
時
よ
り
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
組
合
の
決
ま
り
に
よ

り
、
司
会
は
緑
支
部
市
川

理
事
、
議
長
は
戸
塚
支
部

間
川
理
事
が
選
出
さ
れ
、

式
次
第
に
従
っ
て
進
行
さ

れ
ま
し
た
。

　

第
一
号
議
案
か
ら
第
四

号
議
案
ま
で
、
原
案
通
り

に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
四
時
三
十
分
よ
り
、

横
浜
港
が
一
望
で
き
る

最
上
階
の
宴
会
場
レ
イ
ン

ボ
ー
の
間
に
て
、
懇
親
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

神
奈
川
支
部
別
府
理
事

の
司
会
で
、
日
本
鐵
板
株

式
会
社
相
談
役
永
井
様
か

ら
来
賓
祝
辞
を
い
た
だ
き
、

運
営
委
員
長
山
内
理
事
の

乾
杯
の
音
頭
で
祝
宴
が
始

ま
り
ま
し
た
。
カ
ラ
オ
ケ

な
ど
で
盛
り
上
が
り
、
間

川
副
会
長
の
手
締
め
で
お

開
き
と
な
り
ま
し
た
。

相
模
原
支
部 

浅
井
道
高

（有）
浅
井
板
金

横
浜
市
板
金
組
合
連
合
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
公
開

　

今
回
の
県
板
新
聞
の
作

成
に
当
り
執
行
部
の
皆
様
及

び
各
委
員
会
・
各
支
部
の

皆
様
に
多
大
な
る
ご
協
力
を

頂
い
た
こ
と
を
こ
の
場
を
借

り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

よ
り
良
い
広
報
誌
作
り

に
心
掛
け
て
い
こ
う
と
お

も
い
ま
す
。

執
行
部
広
報
担
当

 

舩
木
家
國

広
報
委
員
長

 

市
川　

満

広
報
委
員

 

高
橋　

良

 

伊
藤
祐
吉

 

島
永
義
治

 

猪
俣
寿
久

相
模
原
支
部 

長
谷
川　

明

（有）
長
谷
川
板
金
工
業
所

横
浜
市
板
金
組
合
連
合
会

横
浜
市
板
金
組
合
連
合
会

平
成
二
十
八
年
度

平
成
二
十
八
年
度

研
修
会

研
修
会

　

平
成
二
十
八
年
二
月

十
四
日（
日
）
〜
十
五
日

（
月
）
に
静
岡
県
熱
海
温
泉

ホ
テ
ル
貫
一
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
偏
西
風
が
吹

き
荒
れ
、
公
共
交
通
機
関
に

遅
れ
が
で
ま
し
た
が
、
出
席

者
全
員
が
集
合
時
刻
に
は

間
に
合
い
ま
し
た
。

　

午
後
三
時
よ
り

理
事
会
が
開
催
さ

れ
、
斉
藤
会
長
の
年

頭
挨
拶
の
後
、
伊

藤
副
会
長
の
進
行

で
、
来
年
秋
に
行

う
横
浜
市
板
金
組

合
連
合
会
一
〇
〇

周
年
記
念
式
典
開

催
に
つ
い
て
と
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作

成
に
つ
い
て
が
議

題
に
挙
が
り
ま
し
た
。

　

続
く
懇
親
会
で
は
、
来

賓
の
県
板
理
事
長
の
村
田

様
よ
り
御
挨
拶
い
た
だ
き
、

コ
ン
パ
ニ
オ
ン
五
名
が
加

わ
り
、
一
次
会
か
ら
全
員

が
参
加
し
た
二
次
会
ま
で
、

食
べ
て
飲
ん
で
歌
っ
て
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

横
浜
市
板
金
組
合
連
合
会
青
年
部

横
浜
市
板
金
組
合
連
合
会
青
年
部

第
二
十
八
回

第
二
十
八
回
通
常
総
会
開
催

通
常
総
会
開
催

　

平
成
二
十
八
年
六
月

二
十
四
日（
金
）
市
連
青
年

部　

第
二
十
八
回　

通
常

総
会
が
、
横
浜
市
技
能
文

化
会
館
五
階
特
別
会
議
室

に
お
い
て
、
青
年
部
員
、

齋
藤
市
連
会
長
な
ら
び
に

本
部
役
員
、
早
川
県
板
青

年
部
長
を
招
き
、
お
ご
そ

か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

歌
川
晶
夫
青
年
部
会
長

の
挨
拶
の
あ
と
、

第
一
号
議
案
よ
り

第
七
号
議
案
ま
で

無
事
承
認
さ
れ
、

齋
藤
市
連
会
長
の

祝
辞
を
頂
き
、
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
連
青
年
部
の

皆
さ
ん
の
ま
す
ま
す

の
ご
活
躍
を
期
待

し
た
い
も
の
で
す
。

新
規
新
規

加
入
者

加
入
者

紹
介
紹
介

第96号　　（4）平成 28年 9月 1日


